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五輪メインスタジアム

2520億円は高すぎたね

•u露両E’

わザるF

回宝E盟理宣宣
巨
額
の
総
工
費
に
世
論
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
新
国
立
競
技
場
の
建
設
問
題
を
め

ぐ
り
、
計
画
見
直
し
に
慎
重
だ
っ
た
安
倍
政
権
が
汀
目
、
一
転
し
て
現
行
計
画
の
白
紙

撤
回
を
宣
言
し
た
。

政
権
は
安
倍
晋
三
首
相
に
よ
る
周
到
な
「
政
治
決
断
」
を
強
調
す

る
が
、
世
論
に
抑
さ
れ
た
泥
縄
的
な
対
応
は
否
め
な
い

。

「
国
民
の
祭
典
」
に
向
け
た
主

会
場
の
設
定
は
一
気
広
振
り
出
し
に
戻
り
、
先
行
き
は
な
お
見
え
な
い
ま
ま
だ
。

V
1
面
参
照

首
相
、1
週
間
前
は
否
定

「
ゼ
ロ
ベl
ス
で
計
画
を
見

直
す
決
断
を
じ
た
」

口
日
午
後
、
首
相
官
邸
。
安

倍
首
相
は1
時
間
半
に
及
ん
だ

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

組
織
委
員
会
会
長
の
森
喜
朗
元

首
相
や
関
係
閣
僚
と
の
会
談
を

終
え
る
と
、
待
ち
構
え
る
報
道

陣
の
前
に
姿
を
現
し
て宣言
し

た
。
「
国
民
や
ア
ス
リ
ー
ト
の

声
に
耳
を
傾
け
、1
カ
月
ほ
ど

前
か
ら
見
直
し
の
検
討
を
進
め

て
き
た
」
と
続
け
た
。

首
相
周
辺
は
「1
カ
月
ほ
ど

前
に
首
相
が
下
村博
文
文
部
税

学
相
に
指
示
し
て
い
た
が
、
現

行
案
を
撤
回
し
て
も五
輪
に
間

に
合
う
と
分
か
っ
た
の
が
日
日

新国立鶴按場建慣
をめぐる相関園

電 国立競技場事業主体ー商う将来構想有縮会揖

鵬掴
監督
、に

新国立餓按場をめぐる
軍近の主恕発言

6園 「ゼロから全く見直すとL Eうこと
月固 は、今現在は考えていなL¥j 

・ 下村博文文部科学
医ヨ 五輪担当相に遠藤利明氏が就任

・ 「ラグビーW杯、そして2020年五輪
．． に何としても間に合わせるのが

． 第ーだ」 遠藤利明五輪担調園 曹、
園 下村文科相、総工費2520億円への構大を公表

7圃 日本スポーツ振興センター（JSC）有識者会議、
月回 総工費2520億円の建設計画を了承
z・ 遠藤氏、舛添要一都知事と会談
して建設費負担はど協議

「安易にデザインを変更するこ
とは、我が国の国際的信用を
失墜しかねなL E」 音義偉官房母語

・，. JSC、スタンド部分を大成建設と
33億円で契約

百 「現段階では、 これから国際コン
ぺをやって新しいデザインを決
め、基本設計をつくっていくと時

聞が間に合わないJ 安倍晋三首相

過
去
は
ロ
ン
ド
ン
の
側
億
円
が
最
高
。
北
京
で
は
計
画
変
更
も

ア
ウ
ル
さ
ん
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
国
立
競
技

場
の
建
設
計
画
が
見
直
さ
れ
た

わ
ね
。
総
工
費25
2
0

億
円

と
は
、
お
金
が
か
か
る
の
ね
。

A

こ
れ
ま
で
の
最
高
額

は
、

2

0
1
2

年
ロ
ン
ド
ン
五

輪
の
約6
5
0

億
円
だ
っ
た
。

今
回
は
そ
の4
倍
近
く
か
か
る

こ
と
か
ら
国
民
の
反
発
を
受

け
、
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
ん
だ
。

ア
ス
タ
ジ
ア
ム
の
規
格
に

基
準
は
あ
る
ん
で
し
ょ
？

A

収
容
人
数
な
ど
に
明
確

な
ルl
ル
は
な
い
が
、
最
近
は

8

万
人
前
後
が
多
い。
東
京

も
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員

会
（
I
O
C

）
か
ら
は8
万
人

規
模
を
保
証
す
る
よ
う
に
求
め

ら
れ
て
い
る。

ア
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

存
在
が
、
五
輪
開
催
の
決
め
手

に
な
っ
た
の
か
な。

A
m

年
に
あ
っ
た
お
時
蹄

致
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
安
倍
首
相
が
「
ほ
か
の

ど
ん
な
競
技
場
と
も
似
て
い
な

い
真
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム
を
作

る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
ん
だ
。

こ
の
発
言
や
、
国
際
コ
ンペで

デ
ザ
イ
ン
を
決
め
た
こ
と
な
ど

を
政
府
は
「
国
際
公
約」と
し

て
い
て
、
な
か
な
か
変
更
に
踏

み
切
れ
な
か
っ
た

。

ア
過
去
に
計
画
が
変
更
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
？

A
2
0
0
8

年
北
京
五
輪

」
部
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E

h
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テ
ウ
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叩
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司
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司
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J
4

4

一一一山一

の
時
は
、’m
万
人
収
容
で
開
蹴

一

式
の
屋
根
を
つ
け
る
計
画
だ
っ一

た
の
が
、
輩
出
町
議
を
理
由
に

一

開
閉
式
を
や
め
て
、
客
席
数
も

一

減
ら
し
た
ん
だ。
一

ア
五
輪
が
終
わ
っ
た
後
、

一

ス
タ
ジ
ア
ム
は
ど
う
利
用
さ
れ一
知

て
い
る
の
だ
ろ
う。
一

て

A

ロ
ン
ド
ン
の
ス
タ
ジ
ア

一占

ム
は
ス
タ
ン
ド
の
一
部
を
取
り一オ

除
い
て
収
容
人
数
を8
万
人
か

一
い

ら
5
万
4
千
人
と
し
た
上
で
、一
光

来
年
か
ら
サ
ッ
カ
ー
・
イ
ン
グ一漢

ラ
ン
ド
1

部
の
ウ
エ
ス
ト
ハ
ム一
か

に
貸
し
出
さ
れ
る。
約
2
2
0

一ト

億
円
か
か
っ
た
ア
ト
ラ
ン
タ
五

一ゆ

輪
ゆ一ス
タ
ジ
ア
ムは、
野
球
場

一一
節

に
町
出
劃
す
る
こ
と
が
大
会
前
か
．

ら
決
ま
っ
て
い
て
、
今
は
大
リ

ー
グ
の
ブ
レ
l
ブ
ス
の
税
蹴

だ
。
最
近
は
後
利
用
ま
で
考
え

て
建
設
す
る
の
が
、
主
流
に
な

っ
て
い
る
よ
。

（村
上
尚
史
）

周
辺
）
。

，
慣
法
違反
」
と

摘
さ
れる
安
全
保
障
関
連
法

に
つ
い
て
、
与党
は
旬
以
日
に
血

院
特
別委
で
探
決を
強
行
し、

団
日
に
は
衆
院
を
通
過
さ
什

た
。

同
時
期
に
新
た
な
火
種が

抱
え
、
「
さす
が
に
こ
の
ま陀

で
い
い
わ
け
が
な
い
」
（
官
郎

幹
部
）。
内
閣
支
持率
に
響
く

こ
と
を
懸
念
し
て
急
き
ょ
、
門

紙
撤
回
に
か
じ
を
切
っ
た
。

対
応
が
遅
れ
た
理
由
の
一コ

に
、
首
相
の
出
身
派
閥
の
先
耐

で
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の
影
響
が
大

き
い
森
元
首
相
の
存
在
も
あ
っ

た
。

計
画
の
援
本
見
直
し
に
は

工
期
の
延
長
が
避
け
ら
れ
ず
、

森
氏
が
こ
だ
わ
っ
て
い
た
2
0

1
9

年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ルド

カ
ッ
プ
の
開
催
に
は
間
に
合 な

く
な
る
た
め
だ。

「
僕
は
も
と
も
と
、
あ
の
ス

タ
ジ
ア
ム
は
嫌
だ
っ
た
。
生
ガ

キ
み
た
い
だ
」
。
汀
目
、
首
相

と
の
会
談
前
に
あ
っ
たBS
朝

日
の
番
組
収
録
で
こ
う
述
べ
て

い
た
森
氏
。
首
相
と
の
会
談
後

の
夕
方
に
は
「
国
が
た
つ
た
2

5
0
0

億
円
も
出
せ
な
か
っ
た

の
か
、
と
い
う
不
満
は
あ
る
。 何

を
基
準
に
高
い
と
い
ろ

だ
」
と
記
者
団
に
訴
え
た
。

混
乱
を
招
い
た
責
任
の
所

は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
だ
。
下

文
耕
相
の
責
任
に
つ
い
て
、

義
偉
官
房
長
官
は
会
見
で
「

こ
は
な
い
と
思
う
」
と
否
定

た
が
、
野
党
は
反
発
を
強
め

お
り
、
今
後
の
国
会
審
議
で

一

点
と
な
り
そ
う
だ
。
（
山
岸
工

よ

「競技場を2020年五輪のレガ
シー （遺産）として、 50年後も70年
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I
O
C
、
変
更
に
「
理
解
」

「
本
当
にあ
り
が
た
い
お
話
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
演
技
が
悪
い
で
は
済

ま
な
く
な
る」
。

い
つ
も
柔
和
で
笑
顔

を
絶
や
さ
ぬ
人
気
役
者
が
、
緊
張
に
満

ち
た
表
情
で
、
そ
う
語
っ
た
。

江
戸
、
上
方
双
方
の
演
目
で
多
く
の

当
た
り
役
を
持
つ
、
歌
舞
伎
界
を
代
表

す
る
立
ち
役
（男
役
）
だ。
十
三
代
田

仁
左
衛
門
の
三
男
と
し
て
大
阪
で
生
ま

れ
、
京
都
で
育
っ
た。

本
名
の
孝
夫
で

長
く
舞
台
に
立
ち
、
女
形
の
坂
東
玉
三

郎
さ
ん
と
の
「孝
・
玉
コ
ン
ビ
」
で
一

大
ブ1
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。

だ
が
、

「
色
男
と
呼
ば
れ
る
の
は
一
番
嫌

。

二

枚
目
と
言
わ
れ
る
よ
り
も
、

敵
役
と言

わ
れ
る
方
が気
が
楽
で
いい
」
。

若
き
日
は苦
難
の
連続
だ
った
。

子

役
時
代
、
満足
に
学校
に
行
け
な
か
っ

た
。

関
西
歌舞
使
か
低
迷、
役
に

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
ザ
ハ
・
ハ

デ
ィ
ド
氏
の
事
務
所
は
口
目
、

「
日
本
国
民
の
理
解
を
得
る
の

が
大
事
な
の
は
当
然
で
、
首
相

が
見
直
し
を
発
表
し
た
の
も
こ

の
た
め
だ
っ
た
と
願
う
」
な
ど

と
す
る
声
明
を
出
し
た
。

J
S

C

は
今
後
、
ハ
デ
ィ
ド
氏
と
の

契
約
解
除
手
続
き
に
入
る
。
す

で
に
支
払
っ
た
約
口
億
円
は

「
出
来
高
払
い
」
と
し
て
返
還

を
求
め
な
い
方
針
だ
と
い
う
。

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（I
O
C

）
の
コl
ツ
副
会
長

は
「
決
断
は
実
現
可
能
な
解
決

策
を
模
索
す
る
も
の
で
、
大
会

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な

い
と
理
解
し
て
い
る
」
と
し
、

デ
ザ
イ
ン
変
更
を
公
約
違
反
と
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は
捉
え
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
先
の
日
程

は
厳
し
い。
「国
際
コ
ン
ペ
を
再

び
開
く
時
間
的
余
裕
は
な
い
」

（政
府
関
係
者
）
が
、
世
界
貿
易

機
関
の
協
定
の
関
係
で
、
外
国

企
業
も
参
加
で
き
る
国
際
的
な

競
争
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
。
ハ
デ
ィ
ド
氏
の
案
を
選
ん

だ
コ
ン
ペ
は
デ
ザ
イ
ン
の
み
が

対
象
で
、
予
算
や
実
現
可
能
性

よ
り
見
た
目
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

重
視
さ
れ
、
工
費
の
高
騰
を
招

い
た
』
今
回
は
設
計、
施
工
の

実
務
面
も
一
体
で
審
査
。

確
実

に
着
工
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
。

完
成
目
標
は
初
年
春
で
、
設

計
か
ら
完
成
ま
で
印
カ
月
強
。

下
村
文
耕
相
は
こ
れ
ま
で
、

「
デ
ザ
イ
ン
を
見
直
す
と
最
戸

で
も
但
カ
月
か
か
る
」
と
話
’

て
お
り
、
手
続
き
や
工
法
を
γ

夫
し
て
日
カ
月
ほ
ど
短
縮
し
恥

い
と
間
に
合
わ
な
い。

下
村
文
判
明
相
は
口
目
、
新
作

な
計
画
を
進
め
る
の
は
「
文
制

省
とJ
S
C

が
中
心
」
と
述
バ

た
。

し
か
し
、
総
工
費
が
膨
広

ん
で
も
有
効
な
策
を
打
ち
出
廿

な
か
っ
た
両
者
の
力
量
不
足
村
山

混
乱
を
招
い
た
と
も
い
え
る
。

J
S
C
の
あ
る
職
員
は
、
「
国

民
の
皆
様
に
申
し
訳
な
い
。

閉

じ
人
聞
が
も
う
一
度
や
る
の
は

道
義
的
に
ど
う
な
の
か
」
。

安

倍
政
権
は
混
乱
の
原
因
を
検
証

す
る
第
三
者
委
員
会
を
設
け
る

方
針
だ
。
（
阿
久
津
篤
史
）

『 ， 守H

ま
れ
ず
、
居
を
移
し
た
東
京
で
転
機
を

探
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
。
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
は
観
客
が
い
た
か
ら
だ
。
「
喜

ん
で
く
だ
さ
っ
た
時
に
、
あ
あ
、
役
者

し
て
て
よ
か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
」

，

肺
炎
令
艇
臓
だ
ど
で
生
死
の
境
を
さ

ま
よ
っ
た
闘
病
を
経
て
、
1
9
9
8

年

に
3
0
0

年
以
上
続
く
大
名
跡
を
襲
名

し
た
。
「
芸
の
基
礎
は
父
に
徹
底
的
に

住
込
ま
れ
た。
父
が
敷
いて
く
れ
た
線

路
の
上
を
一生
懸
命
定
っ
て
き
た
」
。

そ
の
父
も
人間
国
宝
の
名
優
だ
っ
た
。

「ょ
う
頑
張
っ
た
な
と
思
っ
て
い
る

か
、
お
前
で
も
な
れ
る
の
か
と
思
っ
て

い
る
か
、
微
妙な
と
こ
ろ
で
す
ね
」
。

乙
れ
から
も
父
が得
意
と
し
た
役
に
挑

み
、
歌
舞
伎
の
線
路
在
未
来
へ
と
つ
な

げ
る
つも
り
だ
。

文
・
向井
大
輔

写
真
豊
関
根
功
智
一

ι


